
  

 
１ 実施状況 
 
主な活動場所 

 

 
御池小学校（多目的ホール） 

 
対 象 学 校 

 
都城市立御池小学校 

 
 

開設時間・ 
年回数等 

平日（月・水・木） 
１５：００～１７：００ 
長期休暇期間 
８：３０～１３：３０（夏季） 
９：００～１４：００（冬季） 

年（約１３０回） 

 
対 象 学 年 
平均参加人数 

 
１～６年生 

７人   

○コーディネーター（４）人  ○安全管理員（１）人  ○学習アドバイザー（０）人 

２ 年間の取組  

月 主な活動 その他の活動 

４ 

 

 

 

５ 

 

６ 
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11 
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１ 

 

 

２ 

 

３ 

 

・開級式 ・鬼ごっこ（しっぽ取り） 

・牛乳パックブーメランを作って飛ばそう 

・ビニール袋風船を作って遊ぼう 

・プレゼント作り ・クイズ大会をしよう 

・ハンドベースボール 

・ダンボールハウスを造ろう 

・牛乳パックでビックリ蛇を作ろう 

・七夕飾りを作ろう・魚釣りゲームを作って遊ぼう 

《夏休み》 ・夏のおやつを作ろう  

・色水作り ・水鉄砲で遊ぼう ・風鈴を作ろう 

・ジャンボしゃぼん玉を作ろう 

・ふれあい映画祭を見に行こう 

・高専出前授業｢スライムを作ろう｣ 

・４教室合同｢科学技術館に行こう｣ 

・ペットボトルキャップを持って行こう 

・プレゼントを作ろう ・風車を作ろう 

・ビーズで作ろう ・紙飛行機大会をしよう 

・風船バレーをしよう 

・牛乳パック編み機で編み物をしよう 

・秋のファッションショーを開こう 

・クリスマスリースを作ろう 

・クリスマスツリーを作ろう 

・年賀状を書こう ・カレンダーを作ろう 

・お昼ご飯（カレー）を作ろう…冬休み 

・紙皿でコマを作ろう ・カルタで遊ぼう 

・牛乳パックでパズルを作ろう 

・クイズ大会をしよう ・長縄で遊ぼう 

・押し花でしおりを作ろう ・キッキングゲーム 

・ブロックで遊ぼう・牛乳パックで棚を作ろう 

・閉級式 

～年間を通して～ 

・学習タイム（宿題の半分程度） 

・習字の日（毎週木曜日） 

 

・室内遊び 

  カードゲーム（トランプ･ウノ） 

  ブロック遊び 

  ジグソーパズル 

  お絵かき 

  お店屋さんごっこ 

  オセロ 

  折り紙制作   など 

         

・外遊び 

  鬼ごっこ 

  遊具遊び 

  一輪車 

  サッカー    など 

  

・体育館での遊び 

  ドッジビー 

  ドッジボール 

  バドミントン 

  一輪車 

縄跳び     など 

 

・ボランティア活動 

 「ペットボトルキャップで世界の

子どもにワクチンを届けよう」 

 （キャップ集め・洗浄など） 

 

教室名： みいけっ子ひろば    
 

      連絡先：都城市教育委員会生涯学習課 

      電 話：０９８６－２３－９５４５ 

      ＦＡＸ：０９８６－２５－１０４３ 



３ 特色のある取組の紹介 
 

 
① 「学校や保護者と連携のとれた教室運営」 

 
 
 

 

 

○ 活動内容 

 （平日の活動） 
  ・まず宿題！ 子ども教室に着いたら、学校の宿題の半分程度を済ませる。 
   宿題を済ませた子どもから室内自由遊び。 
  ・全員の宿題が終わったら、みんなの活動に入る。 
   《月曜日》 体育館での遊びと室内遊びを隔週で交互に行う。 
   《水曜日》 全校５時間で時間が長くとれるので、制作活動やみんなでの遊び、外遊びをす 

る。作って遊ぶ活動も多く取り入れている。 
   《木曜日》 ｢習字の日｣とし、活動の後半に全学年で習字（毛筆）に取り組んでいる。 
 
  （長期休暇期間の活動） 

・夏休みと冬休み期間中も、月・水・木の週３回開室している。開室時間は、夏季は８時３０
分から、冬季は９時からの５時間である。活動時間が多く取れるので、時間をかけて活動す
ることができる。  

 ・西岳地区にある４教室合同で交流活動（ふれあい映画祭参加、科学技術館への遠足）を行っ

た。 

 ・「ペットボトルキャップで世界の子どもにワクチンを届けようキャンペーン」に賛同参加して

おり、日頃からキャップを集め、洗浄・保管している。昨年度から、集めたキャップを自分た

ちで届けるようにした。今年度は、夏休み後半に保護者と一緒に届けた。その際、買い物体験

も同時に行った。 

 ・夏と冬に１回ずつ保護者の協力を得て調理実習を行った。冬には、学校の先生方との会食も合

わせて実施した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  【キャップをきれいにしよう】 【ダンボールハウスを造ろう】 【秋のファッションショーを開こう】 

 

○ 事業を実施して（参加者等の声） 
・ やったことのない遊びがいろいろできて楽しかった。（参加児童） 
・ 年間を通して、牛乳パックやダンボール等の身近にある材料を使っての制作活動をはじめ 
色々な活動を工夫して計画してもらい、子供たちも楽しみにしている。（保護者） 

・ 学校や保護者の方と協力できる体制ができている。本年度も、保護者の方には、料理・校
外での体験活動の時等お手伝いをいただいた。学校の先生方にも、習字の指導やイベントの
参加等、協力していただいた。（指導者） 

 
４ 次年度へ向けて 

 

○ 全校児童７名のため、みんなでできる遊びの内容が限られてしまう。今後は、少人数でもでき

るように工夫して、サッカーやハンドベースボールなどのボール遊びも増やしていきたい。 

その際、一般的な遊び方の紹介も忘れず行うようにする。 

○ 子供たちの意見を取り入れながら活動計画を立て、子供たちが主体的に活動できる機会を増や

していく。 

○ 地区にある４教室の担当者で情報交換を行いながら連携を図り、活動内容の充実に努める。 

 

【ここがイチオシ・教室自慢！】 
・教室が校舎と隣接しており。学校の先生方や保護者との連携がばっちり！ 
・身近な物を使って、作って、遊んで、みんな仲良し！ 



 


